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今回は建設業の三大災害のうち、「崩壊・倒壊」災

害に焦点をあてます。全国で発生した死亡災害の内

訳を見ると、死亡災害のうち三番目に多かったのが、

�崩壊災害……土砂崩壊等（掘削工事や河川工事）

�倒壊災害……立てかけていたものが倒れたなど

（多くは建築工事）

となっています。

これらの災害は、たとえば東京都内の土木工事で

は発生件数こそ少ないものの、昨年も生き埋め災害

が起きているように、いったん発生すると大きな被

害になる特徴があります。

「崩壊・倒壊」災害防止のポイント

たとえば、次頁の事例のとおり深さ３mの掘削

溝に配管を埋設する作業を考えます。

これまで、安全指示を伝えるためには「職長や作

業員など相手を特定することが大切である」と述べ

てきました。ところが、崩壊・倒壊災害防止におい

てはそれが少し異なり、作業者そのものを特定する

より「作業主任者を指名すること」がより重要にな

ります。

作業主任者には「地山の掘削」「土止め支保工」（平

成１８年からこの２つの技能講習は関連性が高いことか

ら統合）「コンクリート造工作物の解体等」「足場の

組立等」などがあります。

建設業で管理に関する資格を取得する場合は経験

年数が必要になっているくらいですから、安全につ

いては自らの経験による対策を講ずる場面が多いこ

とでしょう。

しかし、崩壊・倒壊の安全対策は事前調査結果や

計算結果にもとづいたものに限定しなければなりま

せん。事前調査は、地山の形状・地質・地下水の深

さ・他の埋設管の有無などであり、計算は上載荷重

を考慮した土止め支保工などです。

そこで、次のステップとして、どの深さになった

ら土止めを設置するのか、などが必要になってきま

す。このポイントを押さえることさえできれば、「ど

のように掘削深さを確認しようか」「掘削土を積ん

だダンプの配置はどうしようか」など、次々と意見

が出てくることでしょう。

決め手は「全員周知」と「対策実施」

元請社員や作業主任者は、作業員に対して掘削作

業に関する安全指示を伝えるために、施工図や手順

のフロー図を用意して視覚に訴えることも必要にな

ります。同時に、掘削作業に関係する全員は、施工

図や手順のフローなどによって作業そのものを詳し

く知っておく必要があることも、ここで強調してお

きたいと思います。なぜなら、施工するところが複

数に及ぶ場合（たいてい、どこの現場でも複数であっ

たりしますが）、どこかたった１つでも手抜かりが

あれば、そこから崩壊してしまう可能性が否定でき

ないからです。

もし、そのような状況を作業主任者が見つけたら、

作業を中断させてでも、本来の計画どおりにしなけ

ればならないことは言うまでもありません。

崩壊・倒壊災害は、これまで掲載してきた墜落・

転落災害や建設機械・クレーン等災害と異なり、コ

ミュニケーションに関するポイントが異なります。

墜落・転落災害や建設機械・クレーン等災害防止

最終回

崩壊・倒壊

飛島建設譁 関東土木支店
二階堂 久
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現
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
極
意 五

箇
条 

 

そ
の
一
、朝
礼
は
、毎
日
出
る
べ
し 

　
一
日
は
「
お
は
よ
う
」の
挨
拶
か
ら
始
ま
る
な
り
。 

　
顔
色
、目
の
充
血
、二
日
酔
い
を
確
認
す
る
な
り
。 

 

そ
の
二
、指
示
は
、名
前
を
呼
ぶ
べ
し 

　
伝
わ
ら
な
い
指
示
、一
方
通
行
の
根
源
な
り
。 

　
返
事
の
鈍
い
人
は
、姓
と
名
を
呼
ぶ
な
り
。 

 

そ
の
三
、説
明
は
、実
物
を
見
な
が
ら
行
う
べ
し 

　
目
を
見
る
の
は
初
め
だ
け
、あ
と
は
実
物
を
見
る
な
り
。 

　
足
場
、切
梁
、開
口
部
な
ど
を
指
さ
し
て
行
う
な
り
。 

 

そ
の
四
、伝
達
は
阿
吽
の
呼
吸
と
す
べ
し 

　
わ
か
っ
た
は
、わ
か
っ
て
い
な
い
な
り
。 

　
ふ
と
質
問
を
投
げ
か
け
る
と
良
い
な
り
。 

 

そ
の
五
、危
険
行
為
は
勇
気
を
出
し
て
止
め
る
べ
し 

　
見
か
け
た
ら
、作
業
を
中
断
さ
せ
て
止
め
る
な
り
。 

　
気
ま
ず
く
な
っ
て
も
、あ
と
で
感
謝
さ
れ
る
な
り
。 

 

東
京
土
木
施
工
管
理
技
士
会
　
所
蔵 

状 況  

従来の安全ポイント 

 

改 善 策 ①  

 

改 善 策 ②  

 

ど ん どん出る改善  

 

 

 

K Y の 行 動 目 標  

路面下深さ3mに配管（下水道管、水道管など）設置のための掘削を行う作業 

地山の確認、よく打ち合わせて掘削する、土止めの設置、合図の徹底、昇降注意 

d 誰が行うのかを明確にする 

作業主任者の△△さんは、掘削作業時、土止め支保工を設置する 

d どうすれば良いのか 

作業主任者の△△さんは、作業深さが1mになったら、土止め支保工を設置する 

d もっとポイントはないか 

・合図の○○さんは、目印棒（バカ棒）で、1mの確認を行う 

・誘導員□□さんは、残土積み込みダンプを、2m離れた位置で停める 

・作業主任の△△さんは、土止め矢板裏が間詰めされていることを確認する 

［職長　→　作業員］ 

（名前は不要）・深さ1mで土止めを設置・深さはバカ棒で確認・矢板裏は間詰め 

（安 全 行 動）・土止めの梁落ち防止はチェーンを使う・地下水は沈殿槽へ流す 

崩壊・倒壊の危険
は、 

事前調査や計算結
果で、 

防止しよう！ 

崩壊・倒壊災害防止のアドバイス は「現場コミュニケーション力の極意五箇条」でい

えば、「その二」（具体策）と「その三」（現地確認）

が対応します。一方、崩壊・倒壊災害防止は「その

四」（全員周知）「その五」（対策実施）が対応します

ので、若手技術者の皆さんは、その違いを前提に災

害防止活動に邁進してほしいと考えています。

倒壊・崩壊災害は、先手の調査と先手の対策で防止

できます。アドバイスとして右をまとめておきます。

事例 安全対策のポイント明確化へのプロセス……「配管埋設掘削作業」の場合

作業現場におけるコミュニケーションのポイント

11


